
パソコンの性能、ＣＰＵの話 

パソコン小話（ ５７） 

 

今回は、パソコンを選ぶときの性能と値段の話。 

 

パソコンの性能の見方は、色々ありますが、ＣＰＵと言われる部品の性能である程度、決

まってきます。 

 

今、多くのパソコンは、下記、１．を中心として以下のＣＰＵが搭載されています。主流

は、「Core i7」「Core i5」「Core i3」で、予算が許せば、「Core i5」であれば、性能的には

十分である。 

低価格品には、４．Celeronが使われている（性能が低い） 

 

同じ、「Core i5」でも、第１世代～最新は、第７世代迄、出ており、ここ１年位は第５世代

～第７世代が混在している。当然、第７世代が一番、性能も値段も高い。 

１．Core i（コア アイ） → 一番多く使われている。 

デスクトップや比較的大きめのノート PC向けのプロセッサ 

種類・・・・「Core i7」「Core i5」「Core i3」→数字が大きいほど性能、値段が高い 

２．Core m（コア エム） 

超小型のノート PCや 2-in-1、タブレットなど向けの省電力プロセッサ 

種類・・・・「Core ｍ7」「Core ｍ5」「Core ｍ3」→数字が大きいほど性能、値段が高

い 

３．Pentium（ペンティアム） 

デスクトップや比較的大きめのノート PCで使われる、最低価格帯より一段上の 

価格帯の PC向けプロセッサ（昔の主流） 

４．Celeron（セレロン） 

最低価格帯の PCに向けたプロセッサ 

 

下図は、ＮＥＣの最新パンフレットの一部・・・第７世代が多い。今だと、一つ前の第６

世代が使われているパソコンを選ぶとお値打ちとなる。（林の主観） 



  


